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第１ 公文書館の整備に向けて 

１ 公文書館 

  本市は、平成２０年（２００８年）に八王子市市民参加条例（平成２０年八王子

市条例第９号。以下「市民参加条例」という。）を制定し、前文において「市民と市

が情報を共有して運用され、市民が自発的、自主的に、かつ、自由に参加すること

ができ、市民と市又は市民と市民が互いに信頼し、共感することを基本原則としな

くてはならない。」旨を定めています。 

  また、八王子市公文書の管理に関する条例（令和元年八王子市条例第２１号。以

下「公文書管理条例」という。）を制定し、公文書管理条例第１条の目的においては、

「市の諸活動や歴史的事実の記録である公文書が、市民共有の知的資源として、市

民が主体的に利用し得るものであることに鑑み、公文書の管理に関する基本的事項

を定めることにより、公文書の適正な管理、歴史的に価値ある公文書の適切な保存

及び利用等を図り、もって市政が適正かつ効率的に運営されるようにするとともに、

市の諸活動を現在及び将来の市民に説明する責務が全うされるようにすること」を

定めています。さらには、公文書管理条例第２条第３号により、将来にわたり保存

する必要がある公文書のうち、公文書管理条例の規定により保存されているものを

「歴史的に価値ある公文書」と定め、公文書管理条例第８条の規定において、公文

書は原則永年保存として、適切な保存及び利用等を図っています。 

  一方、公文書館法（昭和６２年法律第１１５号）第３条には、「国及び地方公共団

体は、歴史資料として重要な公文書等の保存及び利用に関し、適切な措置を講ずる

責務を有する。」と規定されており、歴史資料として重要な公文書を適切に保存し、

市民が主体的に利用できる仕組みが必要であり、一般的には、その重要な役割を担

う施設が「公文書館」とされています。公文書館は、市が作成し、又は取得した公

文書を引き継いで後世に残すとともに、歴史的に価値ある公文書を情報公開制度よ

りも更に簡便な方法で、市民が利用・閲覧できる施設です。 

 

２ 公文書館の目的 

 ⑴ 説明責任の実現（公文書管理条例第１条・八王子市情報公開条例第１条） 

   重要な公文書を保存期間経過後も適切に保存し、一般の利用に供することによ

り、現在はもとより将来の市民に対しても、市の説明責任を果たすことができま
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す。これにより、保存期間満了前の公文書を対象とする情報公開制度とともに、

市民による市政の検証が行われ、公正で開かれた市政への推進に寄与します。 

 ⑵ 効率・効果的な行政運営の確保 

   職員が歴史的に価値ある公文書を通して過去の市の施策や事業等を検証するこ

とが可能となり、より効率・効果的な行政運営を図ります。 

 ⑶ 市民参加の推進（市民参加条例前文） 

   公文書館が過去の市の施策や社会情勢などの市政に関する情報を提供すること

により、市民と市との情報共有が進められ、市民の権利である市政への参加をよ

り一層確かなものとし、市民との協働によるまちづくりを推進します。 

 

３ 公文書館機能の必要性 

  行政サービスへのニーズ拡大による業務の多様化、経済事情による予算規模の縮

小、公共施設の老朽化など様々な要因が、公文書館の設置にとって大きなハードル

になっています。しかし、「館」を設置するかどうかにかかわらず、将来にわたり保

存する必要がある公文書を適切に残し、利用する「仕組み」を整備する必要があり、

本市にとっても公文書館機能の充実は優先すべき課題の一つです。 

  本市では、公文書管理条例を制定し、同条例第９条から１３条までの規定により

歴史的に価値ある公文書の利用申出など、歴史的に価値ある公文書を利用する仕組

みを令和２年度（２０２０年度）４月から導入しました。仕組みの導入には至って

いますが、公文書館としての必要な環境整備などが必要です。 

  例えば歴史的に価値ある公文書は、その重要性から原則永久に保存する必要があ

り、空調設備などを有する適正な保存場所の確保が必要です。また、市民が気軽に

利用・閲覧するための環境整備が必要となり、さらには、歴史的に価値ある公文書

を永久に保存するための専門知識と技術及び市民に的確に情報を提供するための

リファレンス能力を有する職員（アーキビスト）の配置など公文書館の機能を充実

させていく必要があります。 

 

４ 公文書館と公文書館機能 

  本書「八王子市公文書館整備の考え方」（以下「公文書館整備の考え方」という。）

においては、公文書館法第５条第２項に規定される市の条例で定める「地方公共団
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体の設置する公文書館」であるか否かにかかわらず、本市における公文書館又は公

文書館としての機能1を有する施設の整備に必要となる考え方を示します。よって、

以下「公文書館」と記載するものは、公文書館機能を有する施設を含むものとしま

す。 

 

５ 八王子市公文書館整備の考え方 

  本市は、「附属機関及び懇談会等に関する指針」に定める懇談会の位置付けとして、

令和２年（２０２０年）１１月１日から、外部有識者及び市職員の構成による「八

王子市公文書館整備に関する有識者検討会」（以下「有識者検討会」という。）を設

置しました。有識者検討会は検討会を３回開催し、公文書館整備に向けた検討を進

めたほか、公文書館設置自治体として、先駆的な取組を行っている板橋区公文書館

の職員をアドバイザーとして招き、公文書館の運用状況について聞き取り等を実施

しました。この結果、有識者検討会からは、「公文書館整備の考え方」に対し、別紙

「八王子市公文書館整備に向けた意見」が提出されています。 

  以上から、本市では、「公文書館整備の考え方」を基本とし、有識者検討会から提

出された「八王子市公文書館整備に向けた意見」を参考に、公文書館整備に向けた

検討を進めます。 

  

                         
1組織として公文書館を設置する場合には、設置条例などの制定が必要となります。しかし、館を

設置するかどうかにかかわらず、保存期間を満了した公文書を残し、一般の利用に供するため、

最低限必要なルールを検討し、その役割を果たす機能のことを言います。 



 

4 

第２ 公文書館の役割 

１ 取り扱う公文書の範囲 

  公文書館で保存する公文書の範囲は、市の実施機関が作成し、又は取得した公文

書のうち、保存期間が満了した公文書で、過去の市の施策や市民を取り巻く社会環

境などを検証するために必要となるもので、将来にわたり保存する必要があるもの

として選別した公文書管理条例第２条第３号に定める歴史的に価値ある公文書と

します。 

  また、保存する歴史的に価値ある公文書は、公文書管理条例第２条第２項に定め

る公文書のうちと規定しているため、文書、地図、図面類、写真、フィルム、電磁

的記録など、その媒体を問わないものとします。 

 

２ 類似施設との役割分担と連携 

  本市では、対象となる資料を収集、保存し、市民の利用に供するといった点で公

文書館に類似する施設として、八王子市郷土資料館条例（昭和４２年八王子市条例

第１３号。以下「郷土資料館条例」という。）により設置する郷土資料館及び八王子

市図書館条例（昭和５９年八王子市条例第３５号）により設置する図書館があり、

このほかに内部規定により市政資料室を開設しています。 

  公文書館の整備に当たり、これらの類似施設との役割分担を明確にするとともに、

相互に連携することが必要です。 

 ⑴ 役割分担 

   公文書館は情報公開制度と相まって市政に関する情報を公開する施設であるこ

とから、歴史的に価値ある公文書は公文書館が保存を行うこととします。このた

め、総務部総務課が保管していた旧役場文書については、公文書管理条例の施行

に合わせ、歴史的に価値ある公文書として保存しているため、公文書館が保存し

ていくこととなります。 

   また、これまで郷土資料館において多くの歴史資料を収集し、利用してきた実

績があることから、従前どおり、郷土資料館条例第１条の目的に照らし、郷土の

資料その他文化的、教育的資料の収集・保存は、郷土資料館が中心となって行う

こととします。 

   なお、図書館は図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第３条第１号に基づき、
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郷土資料などを収集し、一般公衆の利用に供します。また、市政資料室は公にす

ることを目的とした市政資料を扱う施設であり、歴史的な視点をもった資料を取

り扱う場合もあります。 

 ⑵ 連携 

   市民に対して、よりよい情報等の提供や、相談・支援業務を行うためには、各

施設が保有する資料や情報を共有し、利用することが重要です。それぞれの施設

の間で相互に役割を補完できるよう、緊密な連携をとり、市民が利用しやすい関

係を築いていきます。 
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第３ 公文書館の機能 

１ 保存機能 

  公文書館は、歴史的に価値ある公文書を評価・選別し、継続的に受け入れ、市民

が利用しやすいよう体系的に整理した上で、良好な環境のもとで保存します。 

 ⑴ 歴史的に価値ある公文書の評価・選別 

   歴史的に価値ある公文書は、市民共有の財産として永く後世に伝えられるもの

であり、その評価・選別は、偏りがなく、公正かつ客観的な判断に基づくもので

なければなりません。 

   膨大で多様な公文書を、職員が適正に評価・選別することができるよう、公文

書管理条例第５条第４項に規定する将来にわたり保存する必要がある公文書を選

別するための基準として、評価・選別の基本的な考え方を整理した「歴史的に価

値ある公文書の選別基準」により、各所管課が選別を行います。 

 【歴史的に価値ある公文書の選別基準】 

  ・市の組織及び機能並びに政策の検討過程、決定、実施及び実績に関する重要な

情報が記録された公文書 

  ・市民の権利及び義務に関する重要な情報が記録された公文書 

  ・市民を取り巻く社会環境、自然環境等に関する重要な情報が記録された公文書 

  ・市の歴史、文化、学術、事件等に関する重要な情報が記録された公文書 

 

 ⑵ 資料の引継ぎ又は収集 

  ア 歴史的に価値ある公文書の引継ぎ 

    公文書管理条例第７条には、市長は、保存期間の満了した公文書について、

選別基準に該当すると認めるときは、これを保存しなければならない、とあり

ます。また、市長以外の実施機関は、保存期間の満了した公文書について、選

別基準に該当すると認めるときは、これを市長へ移管しなければなりません。

市長は移管された当該公文書を保存しなければならないことを定めています。 

    具体的な引継ぎとして、保存期間が経過した公文書は、各所管課においてリ

ストを作成し、選別基準に従い選別を行います。各所管課は、選別結果を総務

部公文書管理課と協議した上で、公文書館への引継ぎ又は廃棄を決定します。

選別した歴史的に価値ある公文書は、速やかに、公文書館に引き継ぐこととし
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ます。 

  イ その他の記録の収集 

    公文書管理条例第２条第３号において、歴史的に価値ある公文書は「公文書

のうち」と定義しているため、個人や団体が所有する古文書等について、寄贈

等の申入れがあった場合は、郷土資料館が申入れ者と協議した上で、収集の必

要性を判断することとします。 

 ⑶ 資料の保存 

  ア 保存・補修 

    公文書館が保存する歴史的に価値ある公文書は、その損傷、劣化等の状況を

確認し、必要に応じて修復や劣化予防対策を施した上で、長期間の保存に適し

た収蔵庫に保存します。 

    資料の保存に当たっては、原資料の確実な保存のため、資料の状態や利用頻

度を考慮して、必要に応じてマイクロフィルム化、電子化等による保存・利用

を検討します。 

    また、利用・閲覧の利便性の向上を図るため、資料の電子化による保存・利

用について研究していきます。 

  イ 目録の作成 

    歴史的に価値ある公文書を適切に管理し、また、利用者への資料提供が円滑

に行えるよう体系的に整理した上で、目録を作成し、公表します。 

    また、資料検索の利便性の向上を図るため、インターネットを通じた情報提

供について努めていきます。 

 

２ 利用普及機能 

  公文書館は、保存資料を市民の閲覧に供するとともに、利用普及を図るための活

動を行います。 

 ⑴ 資料の閲覧 

  ア 公開の基準 

    公文書館は、情報公開制度と相まって市政に関する情報を公開する施設であ

ることから、歴史的に価値ある公文書は、原則として、全て公開することとし

ます。ただし、歴史的に価値ある公文書の内容に個人情報等の利用制限情報が
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含まれる場合もあることから、公文書管理条例の規定により、歴史的に価値あ

る公文書の利用の是非を判断することとします。 

    なお、公文書管理条例第１０条に該当する利用制限情報に該当する場合であ

っても、時の経過とともに利用を制限する必要性が失われる場合があることを

考慮し、歴史的に価値ある公文書に記載される利用制限情報の範囲の緩和につ

いて研究していきます。 

  イ 閲覧方法 

    歴史的に価値ある公文書については、原則として、写しの用意があるものは、

当該写しをもって閲覧に供し、原本を閲覧することが必要と認める場合は、こ

れらの原本を指定の場所で閲覧に供することにより行うこととします。 

 ⑵ 相談・支援 

   公文書館の利用が十分行われるよう、利用者に対する閲覧補助、複写サービス、

資料に関する情報提供等を行います。 

   また、類似施設である郷土資料館や図書館又は市政資料室との情報共有、資料

の提供など、相互に連携を図りながら、利用者のニーズに応じた相談・支援に努

めます。 

 ⑶ 普及啓発 

   公文書館の役割や、歴史的に価値ある公文書の保存・利用の重要性について、

市民の理解が深まるよう普及啓発活動に取り組みます。 

  ア 市民向けの活動 

    公文書館を多くの市民に利用してもらえるよう、保存資料の情報や公文書館

の利用方法等をホームページで紹介します。 

  イ 職員向けの活動 

    歴史的に価値ある公文書の選別を適切かつ継続的に行うためには、職員一人

ひとりが公文書を歴史資料として保存する意義を認識し、適切に公文書を作成・

管理することが必要不可欠です。こうした認識がより一層深まるよう、職員に

対する研修・周知を行います。 

 

３ 調査研究機能 

  公文書館は、公文書館の保存機能や利用普及機能を維持・向上させるため、次の
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調査研究活動を行います。これらの活動を通じて公文書館のあり方を継続的に検証

していきます。 

 ⑴ 歴史的に価値ある公文書の適切な評価・選別、保存に関すること 

 ⑵ 効果的な情報提供に関すること 

 ⑶ 利用者へのより適切な相談対応や支援に関すること 

 ⑷ その他必要な調査研究に関すること 
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第４ 公文書館の管理運営体制 

１ 組織・職員 

 ⑴ 組織 

   公文書館の業務は公文書管理制度や情報公開制度と密接な関係を有することか

ら、その役割が十分に果たされるよう、公文書館は、これらの業務を所管する総

務部公文書管理課に位置付けます。 

 ⑵ 公文書館の職員 

   公文書館には、館長のほか必要な職員を置くこととします。 

   公文書館の職員は、資料の保存管理や歴史に関する専門的な知識・技能のほか、

公文書管理や情報公開制度に関する知識や幅広い行政経験が求められます。 

   こうした知識・経験を有する職員の配置に努めるとともに、研修等の機会を確

保して、職員の専門性の向上を図ることとします。 

 

２ 地域との協働 

  歴史的に価値ある公文書の状況確認や、資料の整理など、公文書館の運営を地域

の協力者や市内の大学などと協働し進めるため、市民と公文書館との協力体制の構

築について検討します。 
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第５ 公文書館としての施設 

１ 必要な施設機能 

  公文書館の施設は、貴重な歴史的に価値ある公文書を将来にわたって適切かつ安

全に管理できることが求められます。 

  このため、公文書館の立地については、自然災害の被害を受けにくいことや、交

通面など市民の利用に便利であること、さらに、年々増加する歴史的に価値ある公

文書の保存を考慮し、収蔵施設の増設が可能な敷地を有すること等の要件が挙げら

れます。 

  また、公文書館の建物については、資料の保存面から、耐火・耐震性を備え、温

湿度管理、セキュリティの確保を考慮する必要があります。さらに、利用面からは

バリアフリーの充実や分かりやすい案内表示など、市民が利用しやすい環境を整え

るとともに、職員が円滑に運営できるよう、機能的な構造や設備の配置に留意する

ことも重要です。 

 

２ 施設整備 

  公文書館の施設整備については、上記の要件を考慮しつつ、既存の公共施設の有

効活用を図るため、「旧稲荷山小学校」の一部を転用します。公文書館として、新た

なニーズに応える公共空間を整備することとします。 

 ⑴ 施設概要 

   名  称 （仮称）八王子市公文書館 

   位  置 八王子市寺田町１４５５－３（旧稲荷山小学校跡地） 

   建  物 鉄筋コンクリート４階建 

   建物面積 約１，９２０㎡（延床面積 約４，２９０㎡） 

 ⑵ 主な施設整備内容 

  ア 空き教室を利用して、公文書館を整備します。 

  イ 公文書館の機能を果たすため、次の施設を整備します。 

   ・資料の利用を行う閲覧室 

   ・資料を保存する収蔵庫 

   ・資料の選別、補修等を行う作業室、事務室 

 


